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教科等





目標





指導案（2）





・公民科「公共」


Ｂ　自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち


自立した主体としてよりよい社会の形成に参画することに向けて，現実社会の諸課題に関わる具体的な主題を設定し，幸福，正義，公正などに着目して，他者と協働して主題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。


ア　次のような知識及び技能を身に付けること。


(ｱ) 法や規範の意義及び役割，多様な契約及び消費者の権利と責任，司法参加の意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会の紛争を調停，解決することなどを通して，権利や自由が保障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて理解すること。


※本指導案については，現行学習指導要領の公民科「現代社会」及び「政治・経済」において，その目標及び内容に即して工夫することにより，実施することも考えられる。





・裁判所による紛争解決手続過程の模擬体験を通して，第三者の立場で当事者の言い分を公平に理解し，争点を整理して，法に基づいて紛争を解決する力を養うとともに，司法の意義・役割について実感させる。





民事紛争解決②


～模擬調停・臭いをめぐる争い～








